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【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の対話状態を提示しながら、ユーザと対話を行う音声対話装置による音声対話方法
であって、
　前記音声対話装置が、入力された音声の認識結果を出力する音声認識ステップと、
　前記音声対話装置が有する認識語彙既知度合記憶部に記憶されている、前記複数の対話
状態のそれぞれの状態において前記音声対話装置が認識できる語彙をユーザがどの程度把
握しているのかを示す認識語彙既知度合を用いて、現在の対話状態における認識語彙既知
度合を決定する認識語彙既知度合決定ステップと、
　前記音声認識ステップにおいて認識された前記認識結果と、前記認識語彙既知度合決定
ステップにおいて決定された、現在の対話状態における認識語彙既知度合と、に基づいて
、次の対話状態および当該対話状態における対話内容を決定する対話決定ステップと、
　前記対話決定ステップにおいて決定された対話内容を出力する出力ステップと
　を含むことを特徴とする音声対話方法。
【請求項２】
　前記対話決定ステップは、さらに、
　前記音声対話装置が、入力された音声を認識していないという認識結果であったとき、
　前記現在の対話状態における認識語彙既知度合が、所定値を満たすかどうかを判定する
認識語彙既知度合判定ステップと、
　前記認識語彙既知度合判定ステップにより、前記現在の対話状態における認識語彙既知
度合が所定値を満たしていると判定されるときは、音声による再入力を促すことを決定し
、前記現在の対話状態における認識語彙既知度合が所定値を満たしていないと判定される
ときは、前記現在の対話状態における認識語彙既知度合に基づく対話を行うことを決定す
る対話状態決定ステップと
　を含むことを特徴とする請求項１記載の音声対話方法。
【請求項３】
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　前記認識語彙既知度合決定ステップでは、
　対象の対話状態における入力モード毎の前記認識語彙既知度合をあらかじめ格納した既
知度合テーブルを用いて、前記認識語彙既知度合を決定する
　ことを特徴とする請求項１記載の音声対話方法。
【請求項４】
　前記認識語彙既知度合決定ステップでは、
　対象の対話状態における入力モード、認識語彙の変動に関する認識語彙変動情報、認識
語彙の属性を示す認識語彙属性情報、全認識対象語彙数、表示認識対象語彙数、ユーザ自
身の情報、ユーザのシステム使用履歴、対話進行状態、画面や応答音声による認識語彙に
関する情報量の少なくとも一つを用いて、前記認識語彙既知度合を算出する
　ことを特徴とする請求項１記載の音声対話方法。
【請求項５】
　前記対話決定ステップでは、前記対話内容として対話の画面または音声応答の少なくと
も１つを決定し、
　前記出力ステップでは、前記対話決定ステップにおいて決定された前記対話の画面また
は音声応答の少なくとも１つを出力する
　ことを特徴とする請求項１記載の音声対話方法。
【請求項６】
　前記対話決定ステップでは、前記認識語彙既知度合を示すための表示または音声応答の
少なくとも１つを作成し、
　前記出力ステップでは、前記対話決定ステップにより作成された前記認識語彙既知度合
を示す表示または音声応答の少なくとも１つを出力する
　ことを特徴とする請求項１記載の音声対話方法。
【請求項７】
　前記対話決定ステップでは、前記対話内容に前記音声認識ステップにおける認識対象語
彙に関する説明を含めるか否かを前記認識語彙既知度合に基づいて決定する
　ことを特徴とする請求項１記載の音声対話方法。
【請求項８】
　前記対話決定ステップでは、前記音声認識ステップにおいて認識された前記認識結果を
未知語と判定した場合、前記対話内容を再度入力を促す対話内容とするか、または詳細な
対話内容とするかを前記認識語彙既知度合に基づいて決定する
　ことを特徴とする請求項１記載の音声対話方法。
【請求項９】
　前記対話決定ステップでは、前記再度入力を促す対話内容と決定した際、再入力回数に
応じて前記音声認識ステップにおける音声認識用パラメータを変更する
　ことを特徴とする請求項８記載の音声対話方法。
【請求項１０】
　前記対話決定ステップでは、前記詳細な対話内容と決定した際、さらに前記認識語彙既
知度合に基づいて対話内容を変更する
　ことを特徴とする請求項８記載の音声対話方法。
【請求項１１】
　複数の対話状態を提示しながら、情報を検索する情報検索装置による情報検索方法であ
って、
　前記情報検索装置が、入力された音声の認識結果を出力する音声認識ステップと、
　前記情報検索装置が有する認識語彙既知度合記憶部に記憶されている、前記複数の対話
状態のそれぞれの状態において前記情報検索装置が認識できる語彙をユーザがどの程度把
握しているのかを示す認識語彙既知度合を用いて、現在の対話状態における認識語彙既知
度合を決定する認識語彙既知度合決定ステップと、
　前記音声認識ステップにおいて認識された前記認識結果と、前記認識語彙既知度合決定
ステップにおいて決定された、現在の対話状態における前記認識語彙既知度合と、に基づ
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いて、次の対話状態および当該対話状態における対話内容を決定する対話決定ステップと
、
　前記対話決定ステップにおいて決定された対話内容を出力する出力ステップと、
　前記出力ステップにおいて出力されている前記対話内容が情報検索を受け付ける内容で
ある場合に、前記音声認識ステップにおいて認識された前記認識結果に基づいて情報を検
索する情報検索ステップと
　を含むことを特徴とする情報検索方法。
【請求項１２】
　複数の対話状態を提示しながら、ユーザと対話を行う音声対話装置であって、
　入力された音声の認識結果を出力する音声認識手段と、
　前記複数の対話状態のそれぞれの状態において前記音声対話装置が認識できる語彙をユ
ーザがどの程度把握しているのかを示す認識語彙既知度合を記憶している認識語彙既知度
合記憶手段と、
　前記認識語彙既知度合記憶部に記憶されている前記認識語彙既知度合を用いて、現在の
対話状態における認識語彙既知度合を決定する認識語彙既知度合決定手段と、
　前記音声認識手段で認識された前記認識結果と、前記認識語彙既知度合決定手段で決定
された、現在の対話状態における認識語彙既知度合と、に基づいて、次の対話状態および
当該対話状態における対話内容を決定する対話決定手段と、
　前記対話決定手段で決定された対話内容を出力する出力手段と
　を備えることを特徴とする音声対話装置。
【請求項１３】
　複数の対話状態を提示しながら、情報を検索する情報検索装置であって、
　入力された音声の認識結果を出力する音声認識手段と、
　前記複数の対話状態のそれぞれの状態において前記情報検索装置が認識できる語彙をユ
ーザがどの程度把握しているのかを示す認識語彙既知度合を記憶している認識語彙既知度
合記憶手段と、
　前記認識語彙既知度合記憶部に記憶されている前記認識語彙既知度合を用いて、現在の
対話状態における認識語彙既知度合を決定する認識語彙既知度合決定手段と、
　前記音声認識手段で認識された前記認識結果と、前記認識語彙既知度合決定手段で決定
された、現在の対話状態における前記認識語彙既知度合と、に基づいて、次の対話状態お
よび当該対話状態における対話内容を決定する対話決定手段と、
　前記対話決定手段で決定された対話内容を出力する出力手段と、
　前記出力手段で出力されている前記対話内容が情報検索を受け付ける内容である場合に
、前記音声認識手段で認識された前記認識結果に基づいて情報を検索する情報検索手段と
　を備えることを特徴とする情報検索装置。
【請求項１４】
　複数の対話状態を提示しながら、ユーザと対話を行う音声対話装置のためのプログラム
であって、
　前記音声対話装置が、入力された音声の認識結果を出力する音声認識ステップと、
　前記音声対話装置が有する認識語彙既知度合記憶部に記憶されている、前記複数の対話
状態のそれぞれの状態において前記音声対話装置が認識できる語彙をユーザがどの程度把
握しているのかを示す認識語彙既知度合を用いて、現在の対話状態における認識語彙既知
度合を決定する認識語彙既知度合決定ステップと、
　前記音声認識ステップにおいて認識された前記認識結果と、前記認識語彙既知度合決定
ステップにおいて決定された、現在の対話状態における認識語彙既知度合と、に基づいて
、次の対話状態および当該対話状態における対話内容を決定する対話決定ステップと、
　前記対話決定ステップにおいて決定された対話内容を出力する出力ステップとを前記音
声対話装置に実行させる
　ことを特徴とするプログラム。
【請求項１５】
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　複数の対話状態を提示しながら、情報を検索する情報検索装置のためのプログラムであ
って、
　前記情報検索装置が、入力された音声の認識結果を出力する音声認識ステップと、
　前記情報検索装置が有する認識語彙既知度合記憶部に記憶されている、前記複数の対話
状態のそれぞれの状態において前記情報検索装置が認識できる語彙をユーザがどの程度把
握しているのかを示す認識語彙既知度合を用いて、現在の対話状態における認識語彙既知
度合を決定する認識語彙既知度合決定ステップと、
　前記音声認識ステップにおいて認識された前記認識結果と、前記認識語彙既知度合決定
ステップにおいて決定された、現在の対話状態における前記認識語彙既知度合と、に基づ
いて、次の対話状態および当該対話状態における対話内容を決定する対話決定ステップと
、
　前記対話決定ステップにおいて決定された対話内容を出力する出力ステップと、
　前記出力ステップにおいて出力されている前記対話内容が情報検索を受け付ける内容で
ある場合に、前記音声認識ステップにおいて認識された前記認識結果に基づいて情報を検
索する情報検索ステップとを前記情報検索装置に実行させる
　ことを特徴とするプログラム。
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